
HDO 競技規則 
第一条（総則） 

ﾀﾞｰﾂは紳士のｽﾎﾟｰﾂであり、楽しくﾏﾅｰを守って周りに迷惑をかけないようにﾌﾟﾚｰし、 

節度ある態度をとるようにしよう。又､ﾌﾟﾚｰ中に起こるいろいろなﾄﾗﾌﾞﾙは最終的には 

ﾌﾟﾚｲﾔｰ同士が紳士的に解決しよう。 

 

第二条（ﾀﾞｰﾂ）  

1. 各ﾌﾟﾚｲﾔｰは自分の使用するﾀﾞｰﾂを用意しなければならない。 

2. ﾀﾞｰﾂの長さは 30.5cm 以内，重さは 50 グラム以内とする。 

3. 形態はﾎﾟｲﾝﾄ（先の部分）､ﾊﾞﾚﾙ（胴体）、ﾌﾗｲﾄ（後ろの部分）がはっきりと見分け

がつくものとする。 

 

第三条（ﾎﾞｰﾄﾞ）  

1. ﾀﾞｰﾂﾎﾞｰﾄﾞは競技用ﾌﾞﾘｯｽﾙボードであること。 

2. ﾀﾞｰﾂﾎﾞｰﾄﾞは中心を床より 173cmの高さに設定する。 

3. ﾀﾞｰﾂﾎﾞｰﾄﾞは常に 20 をﾄｯﾌﾟｾﾝﾀｰとし、ｼﾝｸﾞﾙｴﾘｱを暗い色とする。 

4. ｽﾛｰｲﾝｸﾞﾗｲﾝは、ﾀﾞｰﾂﾎﾞｰﾄﾞに平行でありﾎﾞｰﾄﾞの表面より水平に 237cmはなれた

床面に後端(ｵﾌﾗｲﾝ)又は，前端（ｵﾝﾗｲﾝ）があるように設置する。ｽﾛｰｲﾝｸﾞﾗｲﾝの

高さは 3.8cm以内とする。（Oche を設置する場合） 

5. ｽﾛｰｲﾝｸﾞﾗｲﾝの中央から両側 60cm 以内に立つﾌﾟﾚｲﾔｰを妨げず、自由に投げら

れる十分な高さ、幅、奥行きを必要とする。 

6. 光源は試合の進行に支障のない明るさとし、ﾌﾟﾚｲﾔｰの視界に入らぬよう設置す

る。 

  

第四条（ｽﾛｰｲﾝｸﾞ） 

1. ﾀﾞｰﾂは手で投げなければならない。 

2. 3 本のﾀﾞｰﾂを 1 本ずつ投げる。（ﾜﾝｽﾛｰ又はｽﾘｰﾀﾞｰﾂと呼ぶ。） 

3. ﾎﾞｰﾄﾞに刺さらず落ちたり跳ね返ったﾀﾞｰﾂは再投できない。（ﾐﾄﾞﾙを除く） 

4. 設置されたｽﾛｰｲﾝｸﾞﾗｲﾝより左右両側どちらかに出て投げる場合はｽﾛｰｲﾝｸﾞﾗｲﾝ

の延長線上より後ろで投げなければならない。 

5. ﾀﾞｰﾂはﾎﾟｲﾝﾄの先端がﾎﾞｰﾄﾞ表面に刺さるか、触れていなければならない。 

6. 試合進行を速やかに行うためにｼｬﾄﾞｳ（ﾀﾞｰﾂを持たずにｽﾛｰｲﾝｸﾞを行う）をしては

ならない。又､ 3 投目が終わるまでｽﾛｰｲﾝｸﾞﾗｲﾝを越えてはならないのはもちろ

んであるが、1 投目、2 投目でｽｺｱ確認等でやむを得ず越える場合は対戦相手に

了承を求めなければならない。 



7. 対戦相手がﾌﾟﾚｰ中は、対戦相手より後方 60cm以上離れている事。 

 

第五条（ﾐﾄﾞﾙﾌｫｰﾃﾞｨﾄﾞﾙ） 

1. 先攻/後攻を決めるため､又はﾘﾐｯﾄに達したﾚｯｸﾞの勝敗を決めるためにﾐﾄﾞﾙﾌｫｰ

ﾃﾞｨﾄﾞﾙを行う。（ﾐﾄﾞﾙと略す） 

2. 対戦両者の代表が､ﾎﾞｰﾄﾞの中心に向かってそれぞれ 1 本ずつﾀﾞｰﾂを投げ､中心

に近い方が勝者となり、先攻の権利/ﾚｯｸﾞの勝利を得る。先攻を取ったものは、

奇数ﾚｯｸﾞを先攻し､偶数ﾚｯｸﾞは後攻とする。 

3. ﾐﾄﾞﾙは両者のﾀﾞｰﾂの先端がﾎﾞｰﾄﾞに刺さった状態で判定する。先攻の刺さってい

るﾀﾞｰﾂを後攻のﾀﾞｰﾂが落とした場合は両者順番を入れ替えて再投する。 

4. ﾐﾄﾞﾙの判定はｽｺｱｷｰﾊﾟｰ/ｺ‐ﾗｰが行うが､判定が難しい場合、又､両者ともｼﾝｸﾞﾙ

ﾌﾞﾙもしくはﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾞﾙに刺さっている場合は両者再投する。再投する場合は投げる

順番を入れ替える。 

5. 先攻のﾀﾞｰﾂがｼﾝｸﾞﾙﾌﾞﾙ又はﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾞﾙに刺さっている場合、対戦者はこれを認め

ｽｺｱｷｰﾊﾟｰ/ｺｰﾗｰが確認した後､そのﾀﾞｰﾂを抜く事を要求できる。 

 

第六条（得点） 

1. ﾀﾞｰﾂﾎﾞｰﾄﾞの外周（数字が表示されている部分）は得点は得られない。その内側

のﾘﾝｸﾞをﾀﾞﾌﾞﾙﾘﾝｸﾞと呼び、外周の数字の 2 倍の得点が得られる。その内側のﾘﾝ

ｸﾞをﾄﾘﾌﾟﾙﾘﾝｸﾞと呼び外周の数字の 3 倍の得点が得られる。中心をﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾞﾙと呼

び、得点は 50点、その外側をｼﾝｸﾞﾙﾌﾞﾙと呼び、得点は 25点が得られる。それ以

外の部分はｼﾝｸﾞﾙｴﾘｱで外周の数字が得点となる。 

2. 得点はﾎﾟｲﾝﾄが最初に刺さったｴﾘｱとする。ﾜｲﾔを潜って隣のｴﾘｱにﾎﾟｲﾝﾄの先端

が刺さっていてもﾎﾟｲﾝﾄが最初に通過したｴﾘｱの得点となる。 

3. ﾌﾟﾚｲﾔｰはﾜﾝｽﾛｰ終了後､自ら点数をｺｰﾙし終えるまで投けたﾀﾞｰﾂに触れてはい

けない｡ﾀﾞｰﾂを抜いてからの得点の変更は許されない。 

4. ｽｺｱｼｰﾄに記された得点及び残り点の訂正は、自分側の次のｽﾛｰの前に行わな

ければならない。但し対戦両者の合意があればこの限りではない。 

 

第七条（ｽﾀｰﾄ） 

1. ｽﾄﾚｰﾄｽﾀｰﾄ（ｴﾆｰｽﾀｰﾄ）はどの得点ｴﾘｱでも得点する事ができる。 

2. ﾀﾞﾌﾞﾙｽﾀｰﾄはﾀﾞﾌﾞﾙﾘﾝｸﾞ/ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾞﾙにﾀﾞｰﾂが刺さらなければ得点が得られない。 

ﾀﾞﾌﾞﾙｴﾘｱにﾀﾞｰﾂが刺さった後のﾀﾞｰﾂから得点が得られる。 

第八条（ﾌｨﾆｯｼｭ） 

1. ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｨﾆｯｼｭはﾀﾞﾌﾞﾙｴﾘｱにﾀﾞｰﾂを入れて残り点を 0 にする事である。 

2. ﾌｨﾆｯｼｭの後に投げられたﾀﾞｰﾂは得点とならず、ﾌｨﾆｯｼｭ時のそのﾚｯｸﾞ、ｾｯﾄもしく



はﾏｯﾁが終了したものとみなされる。 

 

第九条(ﾊﾞｰｽﾄ) 

1. ﾊﾞｰｽﾄは残り点よりも多く得点した場合/残り点が 1 点になった場合/ﾀﾞﾌﾞﾙｴﾘｱ以

外で残り点が 0 になった場合のことを示す。ﾊﾞｰｽﾄしたときのﾜﾝｽﾛｰは得点となら

ず､残り点は前回のままとなる。 

2. 明らかにﾊﾞｰｽﾄと認めた場合､残りのﾀﾞｰﾂを投げてはいけない。 

 

第十条（ﾘﾐｯﾄ） 

1. 試合進行を速やかに行うため、定められた持ち点にﾘﾐｯﾄ（制限ﾀﾞｰﾂ数）を設ける。 

・1001 点    30 ｽﾛｰ (90 ﾀﾞｰﾂ) 

・ 501 点     15 ｽﾛｰ (45 ﾀﾞｰﾂ） 

2. 対戦両者ともﾘﾐｯﾄに達した場合、ﾐﾄﾞﾙを行い、勝者を決める。 

3. 先にﾘﾐｯﾄに達したﾌﾟﾚｲﾔｰからﾐﾄﾞﾙを行う。 

4. ﾀﾞﾌﾞﾙｽ､ﾁｰﾑ戦はその参加ﾌﾟﾚｲﾔｰであれば誰がﾐﾄﾞﾙを投げても良い。 

 

第十一条（ﾕﾆﾌｫｰﾑ） 

1. ﾄｰﾅﾒﾝﾄ及びﾘｰｸﾞ戦でﾌﾟﾚｰを行う場合は HDO ﾕﾆﾌｫｰﾑを着用する事とする。 

2. HDO ﾕﾆﾌｫｰﾑを持たないﾌﾟﾚｲﾔｰは出来るだけそれに準じた服装でﾌﾟﾚｰすること

が望ましい。（襟付き/半そでのポロシャツなど） 

3. ﾘｰｸﾞ戦においてｹﾞｽﾄではじめて参加する場合はこの限りではないが､2 回目以降

は望ましい服装でﾌﾟﾚｰを行う事とする。 

 

第十二条（その他） 

1. 試合中は対戦相手が投げている時はもちろんたとえ同じﾁｰﾑ、仲間が投げてい

る時の応援でも必要以上に騒いではならない。3 本投げ終わってから声をかける

ようにする事。 

2. 試合開始前及び後に対戦相手/ｽｺｱﾗｰに対して挨拶を礼儀として行う事。 

3. 試合観戦中ﾌﾟﾚｰﾔｰが素晴らしいﾀﾞｰﾂを投げた場合声をかけるようにする。 

4. 試合を観戦しないものは試合に邪魔にならないように離れた場所で静かにする

事。 

5. ﾄｰﾅﾒﾝﾄは、「JAPAN DARTS ORGANIZATIONS RULE BOOK」に従う。 
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